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たり、表現したりすること、「学びに向かう力・
人間性等」とは、具体的には、心情、意欲、
態度が育つ中で、いかによりよい生活を営も
うとすることである２）。この資質・能力は、
幼児の自発的な活動である遊びや生活の中で、
感性を働かせてよさや美しさを感じ取ったり、
不思議さに気付いたり、できるようになった
ことなどを使いながら、試したり、いろいろ
な方法を工夫したりすることなどを通じて育
むことを重要視している。一方、後者の「幼
児の終わりまでに育ってほしい姿」は、環境
を通して行うものであり、就中幼児の自発的
な活動としての遊びを通して、一人一人の発
達の特性に応じて、育っていく姿である。本
研究の領域「環境」と最も関わりを有するの
は、10の姿の「思考力の芽生え」「自然との
関わり・生命尊重」「数量や図形、標識や文
字などへの関心・感覚」等の三者である。
　以上のことを踏まえ、本研究では領域「環
境」の「ねらい」及び「内容」等について触
れ、加えて領域「環境」の指導法について探
ることを目的とする。

Ⅰ　はじめに

　2016（平成28）年中央教育審議会は、「幼稚
園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策
等について」という答申を発表した。それを
踏まえて2017（平成29）年に「幼稚園教育要
領」が改訂された。この「幼稚園教育要領」は、
2018（平成30）年より施行された。上記の答
申及び「幼稚園教育要領」においては、幼児
期に育みたい資質・能力の三つの柱、それを
踏まえて「幼児の終わりまでに育ってほしい
姿」が明らかにされた。前者の資質・能力の
三つの柱をめぐっては、
　　①「知識・技能の基礎」
　　②「思考力・判断力・表現力等の基礎」
　　③「学びに向かう力・人間性等」１）

としている。「知識・技能の基礎」とは、具
体的には、遊びや生活の中で、豊かな体験を
通じて、何を感じたり、何に気付いたり、何
が分かったり、何ができるようになったりす
ること、「思考力・判断力・表現力等の基礎」
とは、具体的には、遊びや生活の中で、気付
いたこと、できるようになったことなども使
いながら、どう考えたり、試したり、工夫し

キーワード ： 領域「環境」、資質・能力、指導法、指導案
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等と2008（平成20）年に改訂された幼稚園教
育要領及び1988（平成10）年改訂された幼稚
園教育要領等の「ねらい」及び「内容」等と
の対比を試みる。

Ⅱ　領域「環境」の「ねらい」及び「内容」
について

2017（平成29）年に幼稚園教育要領が改訂さ
れた。領域「環境」の「ねらい」及び「内容」

幼稚園教育要領（1998〈平成10〉年） 幼稚園教育要領（2008〈平成20〉年） 幼稚園教育要領（2017〈平成29〉年）
１　ねらい
　（1）身近な環境に親しみ、自然と

触れ合う中で様々な事象に興
味や関心を持つ。

　（2）身近な環境に自分からかかわ
り、発見を楽しんだり、考え
たりし、それを生活に取り入
れようとする。

　（3）身近な事象を見たり、考えた
り、扱ったりする中で､ 物の
性質や数量、文字などに対す
る感覚を豊かにする。

１　ねらい
　（1）身近な環境に親しみ、自然と

触れ合う中で様々な事象に興
味や関心を持つ。

　（2）身近な環境に自分からかかわ
り、発見を楽しんだり、考え
たりし、それを生活に取り入
れようとする。

　（3）身近な事象を見たり、考えた
り、扱ったりする中で､ 物の
性質や数量、文字などに対す
る感覚を豊かにする。

１　ねらい
　（1）身近な環境に親しみ、自然と

触れ合う中で様々な事象に興
味や関心を持つ。

　（2）身近な環境に自分から関わり、
発見を楽しんだり、考えたり
し、それを生活に取り入れよ
うとする。

　（3）身近な事象を見たり、考えた
り、扱ったりする中で､ 物の
性質や数量、文字などに対す
る感覚を豊かにする。

2　内容
　（1）自然に触れて生活し、その大

きさ、美しさ、不思議さなど
に気付く。

　（2）生活の中で、様々な物に触れ、
その性質や仕組みに興味や関
心を持つ。

　（3）季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。

　（4）自然などの身近な事象に関心
をもち、取り入れて遊ぶ。

　（5）身近な動植物に親しみをもっ
て接し、生命の尊さに気付き、
いたわったり、大切にしたり
する。

　（6）身近な物を大切にする。
　（7）身近な物や遊具に興味をもっ

てかかわり、考えたり、試し
たりして工夫して遊ぶ。

　（8）日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。

　（9）日常の生活の中で簡単な標識
や文字などに関心をもつ。

　（10）生活に関係の深い情報や施設
などに興味や関心をもつ。

　（11）幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。

2　内容
　（1）自然に触れて生活し、その大

きさ、美しさ、不思議さなど
に気付く。

　（2）生活の中で、様々な物に触れ、
その性質や仕組みに興味や関
心を持つ。

　（3）季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。

　（4）自然などの身近な事象に関心
をもち、取り入れて遊ぶ。

　（5）身近な動植物に親しみをもっ
て接し、生命の尊さに気付き、
いたわったり、大切にしたり
する。

　（6）身近な物を大切にする。
　（7）身近な物や遊具に興味をもっ

てかかわり、考えたり、試し
たりして工夫して遊ぶ。

　（8）日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。

　（9）日常の生活の中で簡単な標識
や文字などに関心をもつ。

　（10）生活に関係の深い情報や施設
などに興味や関心をもつ。

　（11）幼稚園内外の行事において国
旗に親しむ。

2　内容
　（1）自然に触れて生活し、その大

きさ、美しさ、不思議さなど
に気付く。

　（2）生活の中で、様々な物に触れ、
その性質や仕組みに興味や関
心を持つ。

　（3）季節により自然や人間の生活
に変化のあることに気付く。

　（4）自然などの身近な事象に関心
をもち、取り入れて遊ぶ。

　（5）身近な動植物に親しみをもっ
て接し、生命の尊さに気付き、
いたわったり、大切にしたり
する。

　（6）日常生活の中で、我が国や地
域社会における様々な文化や
伝統に親しむ。

　（7）身近な物を大切にする。
　（8）身近な物や遊具に興味をもっ

て関わり、自分なりに比べた
り、関連付けたりしながら考
えたり、試したりして工夫し
て遊ぶ。

　（9）日常生活の中で数量や図形な
どに関心をもつ。

　（10）日常の生活の中で簡単な標識
や文字などに関心をもつ。
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　まず、「ねらい」であるが、三者の内容を対
比してみると、（2）の「……自分からかかわり」
の部分（1998〈平成10〉年及び1998〈平成
10〉年）が「……自分から関わり」に変更さ
れている。それ以外は、従来と同じである。
補足すると、「ねらい」の（2）の「発見を楽
しんだり、考えたりし、」という文言は、従
来（1989〈平成元〉年）存在しなかった。こ
こでは、発見したり、どうすれば面白くなる
かを考えたりしたこと等を、更に異なる場面
に活用したり、遊びに使用して新たな使用法
を見付けたりすることを願っている。
　次いで、「ねらい」の（1）に「自然と触れ
合う中」、（3）に「物の性質や数量、文字など」
とあるが、これらの「ねらい」を達成するに
当たっては、「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」の10の項目の⑥と⑦と⑧に着目する
ことである。それは、⑥に「思考力の芽生え」、
そして、⑦に「自然との関わり・生命尊重」、
更に⑧に「数量や図形・標識や文字などへの
関心・感覚」等の内容が掲げられているから
である。
　以上は、「ねらい」に関する内容である、以
下においては、「内容」について見てみる。三
者を対比して気付くことは、（6）の内容「日
常生活の中で、我が国や地域社会における
様々な文化や伝統に親しむ。」が追加された
こと、加えて従来の（7）の内容「身近な物
や遊具に興味をもってかかわり、考えたり、
試したりして工夫して遊ぶ。」が「身近な物
や遊具に興味をもって関わり、自分なりに比
べたり、関連付けたりしながら考えたり、試
したりして工夫して遊ぶ（8）。」に変更され
たことである。前者の（6）の内容であるが、
それは幼児が、日常生活の中で我が国や地域
社会における様々な文化や伝統に触れ、長い

歴史の中で育んできた文化や伝統の豊かさに
気付くことを願っている。例えば、幼児が教
師と一緒に飾りを作りながら七夕の由来を聞
くという体験を通して、次第にそのいわれや
そこに込められている人々の願いなどに興味
や関心をもつことができるようになることを
願っている。更に、ここではこのような幼稚
園生活で親しんだ伝統的な遊びを家族や地域
の人々と一緒に楽しむことを通して、幼児が
豊かな経験を体験することも願っている。こ
うしたことが延いてはいてはグローバル化社
会の中で、自分とは異なる文化に触れること
にも結び付き、より豊かな体験していくこと
も考えられる。一方、後者の（8）の内容で
あるが、それは前述の如く従来の（7）の内
容に「……自分なりに比べたり、関連付けた
りしながら」という文言が付加されている。
ここでは、幼児が身近にあるものを使って工
夫して遊ぶようになるためには、指導者であ
る教師は、幼児が心と体を働かせて物とじっ
くり関わることができるような環境を構成し、
対象となるその物に十分関わることができる
ようになることが大切であるとしている。対
象となる物に関わる際、幼児は手で触ったり、
全身で感じてみたり、あることを繰り返して
みたり、考えたりする。今回は、これに加え
て、自分なりに比べたり、これまでの体験と
関連付けたりするということも重要視してい
る。ここに関連付けたりとあるが、これは幼
児期における遊びの特性からみても極めて重
要なことである。そのことは、幼稚園教育要
領において「遊びを展開する過程においては、
幼児は心身全体を働かせて活動するので、心
身の様々な側面の発達にとって必要な経験を
相互に関連し合い積み重ねていく３）」「幼児
期は諸能力が個別に発達していくのではなく、
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（2） （5）等においてが認められる。例えば、 

（2）の内容には、「生活の中で、様々な物に触
れ、その性質や仕組みに興味や関心を持つ。」
とある。幼児は、日常生活の中で、様々な物
に触れたり、確かめたりしながら楽しんでい
る。更に、それに興味をもって繰り返し関わ
る中で、次第にその性質や仕組み等に気付い
ていく。例えば、幼児が絵本の読み聞かせの
後、園内でコオロギ探しをしていた。探して
も見付からなかった。その時Ａ児が「溝（側
溝）のふたのある暗い所で見つかったよ。」
と言った。それを聞いたＢ児が「コオロギは、
枯れた葉っぱの下の少し水（湿気）のある所
にいるかも。」と言った。それを受けて皆で
コオロギを探したところ、コオロギが見付
かった。このＢ児は、コオロギの住処をＡ児
の言葉を基に暗い湿気のある所と推察したの
だろう。ここでは、仲間の存在は、幼児が物
と多様な関りをすることを促し、それに触発
されて再びコオロギ探しが始まったのである。
この過程を整理すると、コオロギ探しに興味
をもった仲間が集まり、新しいあいアイデア
が付加され、その物の性質等について新たな
一面を発見するという展開である。（5）につ
いては、割愛する。
　斯様な資質・能力の三者を念頭に置いて、
領域「環境」の指導法においても教育・保育
を展開していくことが重要であろう。

Ⅲ　領域「環境」の指導法の基盤

　まず、「保育内容の指導法」の基本である「各
領域のねらい及び内容」と「保育内容の指導
法及び保育の構想」等の内容を見てみる。前
者の「各領域のねらい及び内容」をめぐって
は、以下の四者が重要であるとする。

相互に関連し合い、総合的に発達していくの
である４）。」とあることからも理解できよう。
　先に「幼児の終わりまでに育ってほしい姿」
について触れたが、それは領域の「ねらい」
及び「内容」に基づいて、幼児期にふさわし
い遊びや生活を積み重ねることにより、幼稚
園教育において育みたい資質・能力が育まれ
ている幼児の具体的な姿である。
　以下に領域「環境」の内容を幼稚園教育に
おいて育みたい資質・能力（「知識及び技能
の基礎」 「思考力、判断力、表現力等の基礎」

「学びに向かう力、人間性等」）との関りより
見てみる。「知識及び技能の基礎」とは、前
述の如く具体的には、豊かな体験を通じて、
幼児が自ら感じたり、気付いたり、分かった
り、できるようになったりすることであり、
斯様なことは、内容の（1） （3） （6） （10） 等に
おいてが認められる。例えば、（1）の内容には、

「自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、
不思議さなどに気付く。」とある。幼児は身
近な自然と触れ合うことによって、その自然
に心を動かされ、自然の大きさ、美しさ、不
思議さなどを全身で感じ取るであろう。具現
すれば、蜘蛛の巣に光る露に心を動かされた
り、自分が育てた鳳仙花の実が熟すると皮が
裂け種をはじき出す姿に不思議さを感じたり
する。斯様な幼児の自然との出会いを見逃さ
ないようにすることが教師の関りとして重要
である。（3） （6） （10）等については、割愛す
る。
　次いで、「思考力、判断力、表現力等の基礎」
について見てみる。これは前述の如く具体的
には、遊びや生活の中で、気付いたこと、で
きるようになったことなども使いながら、ど
う考えたり、試したり、工夫したり、表現し
たりすることであり、斯様なことは、内容の
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その子供らしさを大切にして、一人一人の幼
児が、そのよさを発揮しつつ、育っていく過
程を重視する必要がある７）。その際、その幼
児が現在、何に興味をもっているのか、何を
実現しようとしているのか、何を感じている
の等を捉え続けていく必要がある。幼児の思
いや気持ちを丁寧に感じ取ろうとすることが
大切である。
　④に「小学校の教科とのつながりを理解し
ている。」とあるが、ここでは、幼稚園は、
学校教育の一環として、幼児期にふさわしい
教育を行うものであり、その教育が小学校以
降の生活や学習の基盤ともなることを踏まえ
ることである。そして、就中、子供の発達と
学びの連続性を確保するために、「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）を手
掛かりに、幼稚園と小学校の教師が共に幼児
の成長を共有することを通して、幼児期から
児童期へ発達の流れを理解することが大切で
ある。
　一方、後者の「保育内容の指導法及び保育
の構想」をめぐっては、以下の五者が重要で
あるとする。

①　幼児の認識、思考及び動き等を視野
に入れた保育構想の重要性を理解して
いる。

②　各領域の特性及び幼児の体験との関
連を考慮した情報機器及び教材の活用
法を理解し、保育の構想に活用するこ
とができる。

③　指導案の構造を理解し、具体的な保
育を想定した指導案を作成することが
できる。

④　模擬保育とその振り返りを通して、
保育を改善する視点を身に付けている。

①　幼稚園教育要領に示された幼稚園教
育の基本、各領域のねらい及び主な内
容並びに全体構造を理解する。

②　当該領域のならい及び内容を踏まえ、
幼児が経験し身に付けていく内容と指
導上の留意点を理解している。

③　幼稚園教育における評価の考えを理
解している。

④　各領域で幼児が経験し身に付けてい
く内容の関連性及び小学校の教科との
つながりを理解している５）。

　ここでは、幼稚園教育要領に示された幼稚
園教育の基本を踏まえ、各領域のねらい及び
内容を理解することを願っている。
　②に「指導上の留意点を理解している。」
とあるが、その例を見てみる。領域「環境」
の「内容の取扱い」の（1）に「幼児が、遊
びの中で周囲の環境と関わり、次第に周囲の
世界に好奇心を抱き、その意味や操作の仕方
に関心をもち、物事の法則性に気付き、自分
なりに考えることができるようになる過程を
大切にすること６）。」とある。幼児は、遊び
の中で好奇心を抱いたものに対してより深い
興味を抱き、探究していく。そして、そのも
のはどのような意味を有するか、どのように
用いればよいのだろうかと不思議に思い探索
する。斯様な幼児の特性に鑑み、指導者であ
る教師は、環境の中に存在するそれぞれの特
性を生かし、その環境から幼児の興味や関心
を引き出すような状況を構成していかなけれ
ばならない。
　③の「幼稚園教育における評価」とは、幼
児理解に基づいた評価のことである。幼稚園
においては、行動の仕方や考え方等に表れた
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Ⅳ　領域「環境」の指導法

　領域「環境」の内容の（1）に「自然に触
れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さ
などに気付く。」とあり、又内容の（3）に「季
節により自然や人間の生活に変化のあること
に気付く。」とある。前者においては、幼稚
園生活の中で可能な限り身近な自然に触れる
機会を多くし、幼児なりにその大きさ、美し
さ、不思議さ等を全身で感じ取る体験をもつ
ようにすることを願っている。斯様な自然と
の出会い、そして感動するような体験は、自
然に親しみ、愛情を育て、延いては科学的な
見方及び考え方の芽生えを培う基盤となるも
のである。一方、後者においては、幼稚園内
外の自然や地域社会の人々の日常に触れ、季
節感を導入した幼稚園生活を体験することを
通して、季節により自然及び人間の生活に変
化があることに幼児なりに興味及び関心をも
つようにすることを願っている。そのために
は、園内の自然環境を整備したり、季節感の
ある遊びを取り入れたりするなどして、幼稚
園生活の自然な流れの中で、幼児が季節の変
化に気付き、感じ取れるようにすることが大
切である９）とする。斯様なことは、テレビ及
びビデオ等を通しての間接体験の機会が増え
てきている現代、幼稚園において自然と直接
触れる機会を設けることは極めて重要である。

⑤　各領域の特性に応じた保育実践の動
向を知り、保育構想の向上に取り組む
ことができる８）。

　ここでは、幼児の発達や学びの過程を理解
し、具体的な指導場面を想定した保育を構想
する方法を身に付けることを願っている。
　具体的な指導場面を想定した保育の構想と
は、具体的なねらい及び内容、環境の構成、
教師の援助等といった指導の内容及び方法を
明確にすることである。具体的なねらい及び
内容は、幼稚園生活における幼児の発達の過
程を見通し、幼児の生活の連続性、季節の変
化等を考慮して、幼児の興味や関心、発達の
実情等に応じて設定することである。そして、
環境の構成は、幼児が自らその環境に関わる
ことにより様々な活動を展開しつつ必要な体
験が得られるようにすることである。その際、
幼児の生活する姿や発想を大切に、常にその
環境が適切なものとなるようにすることであ
る。幼児が望ましい方向に向かって自ら活動
を展開していくことができるよう、教師の必
要な援助が大切である。
　以上は、５領域のねらいや内容を踏まえた
上で、保育内容の指導法で実践すべき力を身
に付けることを示した内容である。

【指導案】【事例１】題材「枯れ葉を使って遊ぼう。」

［子供の実態］
　子供たちは、紅葉を見て「きれいだね。」と言っ
たり、落ち葉を集めて遊んだりしている。

ね
ら
い

・身近な環境に自分から関わり、自然に触れて、見た
り、楽しんだり、考えたりしてその変化に気付く。
そして、様々な事象に興味や関心をもつ。

内
容

・枯れ葉を踏んだり、手で握りつぶしたりして音の不
思議さに気付く。

・自然の事象に関心をもち、季節の変化に気付く。
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【考察】

　上記は、「身近な環境に自分から関わり、自
然に触れて、見たり、楽しんだり、考えたり
してその変化に気付く。そして、様々な事象
に興味や関心をもつ。」という「ねらい」を
志向して、枯れ葉を踏んだり、手で握りつぶ
したりして音の不思議さに気付いたり、自然
の事象に関心をもち、季節の変化に気付いた
りする活動等を中核に据えて展開を試みた。

幼児が季節の変化に気付くことは、前述の如
く領域「環境」の内容においても重要視され
ている。ここでは、自然の中に存在する音を
意識させ、それを基に季節の変化に気付かせ
ようと展開を試みた。自然の中での音の存在
をめぐっては、領域「表現」の内容で重要視
されている。その様相を見てみる。具現すれ
ば、「内容」の（1）に「生活の中で様々な音、
……手触り、動きなどに気付いたり、感じた

環　境　構　成 予想される幼児の活動 援　　　　助
・枯れ葉を机上に置く。

・粉々になった枯れ葉

・床の上にシートを敷き、その上に
枯れ葉を置く。

１　机の上の枯れ葉を見ながら、教
師の話を聞く。

・枯れ葉をそれぞれの子供が触れ
る。

　子供　　カサカサ
　　　　　ガサガサ

・枯れ葉を握りつぶす。
　子供　　バリバリ（大きな音）　
　　　　　バリバリ（小さな音）

２　シートの上の枯れ葉を見なが
ら、教師の話を聞く。

・枯れ葉を足で踏む。
　ゆっくり踏む。→ガサ

　強く踏む。→ガサガサ

３　枯れ葉と青い葉とを比べる。
・季節の変化に気付く。
・枯れ葉→秋
・青い葉→夏

・机の上の枯れ葉に着目させる。何
処で収集したかを問い、枯れ葉に
対する興味及び関心を高めさせ
る。そして、枯れ葉をそれぞれ手
で触れさせ、子供の感想を聞く。

思・判・表枯れ葉の音（カサカサ、
ガサガサ）を口々に言う。

・枯れ葉を手に取り、粉々に握りつ
ぶすように問い掛けをする。どん
な音が出るかを確認させる。最初
は、大きな音が出るが、徐々に小
さくなるに従って小さい音になる
ことに気付かせ、と同時にその様
子を視覚的に捉えさせる。

思・判・表枯れ葉の音（バリバリ）
を口々に言う。

・シートの上の枯れ葉を足で踏むこ
とを、予め話、その場所へグルー
プごとに移動させる。

・枯れ葉を踏むとどのような音がす
るかを、予想させ、活動への興味
や関心を高めさせる。

・折り重なった枯れ葉の音（ガサガ
サ）の面白さに気付かせる。

思・判・表枯れ葉の音（ガサ、ガサ
ガサ）を口々に言う。

・枯れ葉と青い葉とを比べさせ、そ
れぞれいつの季節の葉かを考えさ
せる。そして、季節によって葉の
色が変化することに気付かせる。

思・判・表秋又は夏と口々に言う。
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りするなどして楽しむ。」とあり、又「内容」
の（4）に「感じたこと、考えたことなどを
音や動きになどに表現したり」とある。更に、

「内容の取扱い」の（1）に「風の音や雨の音、
身近にある草や花の形や色など自然の中にあ
る音、形、色などに気付くようにすることと。」
とある。「内容」の（1）では、幼児が周囲の
環境に対して何かに気付いたり感じたりして、
その気持ちを表現しようとする姿を温かく見
守り、心ゆくまで対象と関わることを楽しめ
るようにすることを願っている。「内容」の（4）
では、幼児が感じたり、考えたりしたこと等
を音や声、身体の動き、形や色等に託して自
由に表現できるようにすることを願っている。
最後の「内容の取扱い」の（1）では、幼児
が風の音や雨の音、身近に存在する草や花の
形や色等、自然の中にある音、形、色等に気

付き、それに聞き入ったり、眺めたりするこ
とを願っている。三者の何れも幼児の一人一
人の豊かな感性を養う上で極めて重要なこと
である。斯様なことに鑑みるとき、領域「環
境」の内容と領域「表現」の内容とを連携し
て授業を展開することは極めて重要である。
そのことは、2015（平成27）年の中央教育審
議会の答申「これからの学校教育を担う教員
の資質の力の向上について」において、教育
課程における科目の大くくり化及び教科と教
職の統合の推進という観点からみても重要な
ことである。加えて、幼児教育が「遊びを通
しての総合的な指導」を重要視していること
を念頭の置くとき、この領域「環境」の内容
と領域「表現」の内容との複合領域の指導法
の必要性が浮き彫りにされる。

【指導案】【事例２】題材「色水を作って遊ぼう。」

［子供の実態］
　子供たちは、いろいろな色の花や野菜を見て「お
花がきれい。」「いろいろな色がある。」「お家にも咲
いているよ。」などと言っている。

ね
ら
い

・身近な自然環境に自分から関わり、見たり、触った
り、楽しんだりして、その特徴や差異に気付き、自
然に対する興味や関心をもつ。

内
容

・夏に咲く花や野菜を用いて色水を作ったり、絵を描
いたりして植物を身近に感じ、多様性に気づく。

・植物を通して自然の色の美しさを感じる。
環　境　構　成 予想される幼児の活動 援　　　　助

・色が出やすい植物や野菜を机上に
置く。

１　机の上の花や野菜を見ながら、
教師の話を聞く。

〇それぞれの色を教師の問いに対し
て答える。

（主な花や野菜）
・マリーゴールド：黄色
・朝顔：青
・ピーマン：緑
・シソの葉：紫
・その他、数種類

・机の上の花や野菜に着目させ、ど
こに咲いていたのか、どこから収
穫してきたのかを聞く。

・花や野菜に対する興味・関心を高
めるため、それぞれ手で触れさせ
て観察する。

思・判・表色の違いに気づき、それ
ぞれ何色なのかを発表している。



― 239 ―

領域「環境」の研究

・野菜や花を入れるビニール袋（透
明）

・色水を注ぐプラスチックコップを
用意する。

・はがきの大きさのキッチンペーパ
ーを縦方向に半分に切ったものを
用意する。

・作品の載せて乾かすことができる
ようプラスチックケースを用意す
る。

・ラミネーターで作成したしおりを
見本として用意する。

・しおりに付けるリボンを何種類か
用意する。

２　机の上にある花や野菜を用いて
色水を作る。

〇花や野菜を選んで、それぞれビニ
ール袋に１種類ずつ入れる。

〇ビニール袋に水を入れた後、色が
水に出るように強くビニール袋の
外から花や野菜をもむ。

（子供の反応）
・水に色がついたよ。
・もっと色を濃くするにはどうした

ら良いの。
・同じ野菜でも色が少し違うよ。
〇色水をそれぞれ別々のプラスチッ

クコップに注ぐ。
（子供の反応）
・たくさんの色水ができたね。
・絵の具のようだね。
・これを使って絵を描けるね。
３　できた色水を使って、キッチン

ペーパーに色を付ける。
〇キッチンペーパーを八つ折りにす

る。
〇八つ折りにしたキッチンペーパー

のそれぞれの角に色水を適量湿ら
せる。

（子供の反応）
・１種類の色水を全部に付けてみた

よ。
・４つ全部違う色にしてみたよ。
・角以外のところには色を付けては

いけないの。
〇それぞれの角に色水を湿らせたら

八つ折りにしていたキッチンペー
パーを広げ、乾かしながら自分の
模様を確認する。

（子供の反応）
・とてもきれい。
・ダイヤがいっぱいついているみたい。
・にじんで１つ１つの模様が違って

しまったけど良いの。
４　自分の作品を見ながら、教師の

話を聞く。
〇もともとの花や野菜と色水を付け

た作品の色を比べ、教師の問いに
対して気が付いたことや疑問に思
ったことなどを答える。

（子供の反応）
・花や野菜の色とできた色水の色が

少し違った。
・同じ紫色の花でも色水にしてみる

と違う色になった。
・コップの中では濃かったけど、紙

に塗ったら薄かった。
〇ラミネーターを使って、来週まで

に作品をしおりにしておくとの説
明を聞く。

・好きな花や野菜を４種類まで選ば
せる。

・強く揉んでも色が出ないときは、
すり鉢ですりつぶしてやってみる
よう伝える。

思・判・表どのように揉めば色が出
やすいかを考えながら作業してい
る。

知・技同じ色の花や野菜でも、入れ
る花や野菜の量、水の量によって
色水の色に違いあることに気づい
ている。

・袋の中の花や野菜の破片がコップ
に入らないように入れさせる。

・キッチンペーパーを折る際は、教
師が一緒に説明しながら八つ折り
にしていく。

・色水をキッチンペーパーに付ける
際には、どのくらいの量を付けれ
ば良いのかわかるよう、やり方を
教師が演示によりあらかじめ見せ
る。

思・判・表色の組み合わせを自分で
考え、色水の量に気を付けながら
色を付けている。

・濡れたままのキッチンペーパーは
脆いので、広げる際には十分注意
させる。

・十分に乾いていないので、作品に
は触らないよう指導する。

・作品の色と元の花や野菜の色とを
比較し、違いや共通点など気が付
いたことをなるべく多く答えさせ
る。

態度活動を通して気が付いたことや
疑問に思ったことを進んで発言し
ている。

・見本のしおりを見せながら、リボ
ンは何色がいいかをあらかじめ聞
いておく。
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【考察】

　本活動の「身近な自然環境に自分から関わ
り、見たり、触ったり、楽しんだりして、そ
の特徴や差異に気付き、自然に対する興味や
関心をもつ。」との「ねらい」から、ここで
は身近な自然物にふれ、自然に対する興味・
関心につなげていくために、絵の具を用いて
人工的な色水を作るのではなく、自然界に存
在する花や野菜を用いて色水を作る。
　子供たちは絵の具を使って色水を作り、遊
んだ経験がある。絵の具は種類が多く、カラ
フルな様々な色を簡単に作って遊ぶことがで
きる。また、子供たちはそうした絵の具を使っ
て花や野菜の絵を描くこともある。しかし、
絵の対象となっている花や野菜そのものから
色を抜き出し、色水を作って遊んだ経験のあ

る子供は少ないと思われる。
　幼稚園教育要領における領域「環境」の内
容（1）には「自然に触れて生活し、その大
きさ、美しさ、不思議さなどに気付く。」と
あり、（2）では「 生活の中で、様々な物に触れ、
その性質や仕組みに興味や関心をもつ。」と
ある。これらを受けて本時の展開では、活動
を通じて花や野菜など身近な自然の中にある
色がついているものから色を取り出せること、
取り出した色は絵の具のような人工的な色と
は違った色になること、加える花や野菜及び
水の量の違いによって色の違いが様々である
ことなどを体験させることにより、自然の持
つ不思議さや美しさに気付かせ、自然に対す
る興味・関心を高めていく。

【指導案】【事例３】題材「ウメの花祭りを開こう。」

　以下においては、領域「環境」を中核に据えて領域「言葉」及び領域「表現」等の連携による複合領域の指導
法の展開の様相である。まず教師の話を聞いて①園庭に出かけ、田んぼの近くでウメの花を探す活動、②ウメ祭
りをしようと話し合う活動、③ウメ祭りを行うに当たっての準備活動等の三者の内容である。

○Ａ児は、ウメの花を見つけるために急いで園庭に出かけ、田んぼの近くのでウメの花を見つけた。
　Ａ児：「先生、こっちに来て！ウメの花があったよ！」　
　教師：「ほんとだ、きれいだね。」
　Ａ児：「きれいでしょ。すごくきれいだから、お祭りをしたらどうかな？ウメの花祭りをしたいな。」
　教師：「楽しそうね。先生も仲間に入りたいな。友達に聞いて見ようか。
○Ａ児がいつも一緒に遊んでいるＢ児、Ｃ児のところへ行き、話しかけた。
　Ａ児：「お祭りを開きたい。」
　Ｂ児：「いいよ。」
○ウメの花祭りを開くことになった。
　Ｂ児：「おうちの人にも来てほしいな。」
　教師：「今度保育園参加ガあるよ。」
　Ｂ児：「じゃあその日にしよう。」
●後園活動でクラス全体に伝えることにした。　　
　Ｂ児：「保育参加の時にお祭りをしてお母さん達を招待しよう。みなで準備をしていこう12）。」
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【考察】

　①園庭に出かけ、田んぼの近くでウメの花
を探す活動について見てみる。ここでＡ児は、
教師の話を聞き、ウメの花に興味や関心をも
ち、それを探そうと活動を展開している。子
供は、身近な自然と触れ合う活動の体験を重
ねながら、その美しさ、不思議さに心を動か
され、自然の変化に気付いていくのである。
これは、正に幼児が身近な環境に好奇心を
もって関わっている姿である。このようなこ
とは、領域「環境」で重要視されている。こ
うした領域「環境」での活動を、幼児は遊び
や生活に取り入れよう教師及び他の子供に話
をしている。それは、②ウメ祭りをしようと
話し合う活動である。ここでは、教師が「楽
しそうね。先生も仲間に入りたいな。友達に
聞いて見ようか。」、そして「Ａ児がいつも一
緒に遊んでいるＢ児、Ｃ児のところへ行き、
話しかけた。」としている。ここでは、ウメ
となる素材を媒介としてイメージを広げウメ
祭りという表現活動への方向性を垣間見るこ
とができよう。その過程においては、教師と
遣り取りを行い、他の子供と遣り取りを行う
というように子供は、相手にこうして欲しい
と思うことを伝えている。ここには、言葉に
よる伝え合いの様相が認められる。これは、
領域「言葉」」において重要視されている。
この活動を契機にしてウメ祭りという表現活
動が展開されるのである。そして、③ウメ祭
りを行うに当たっての準備活動が展開される。
これまでの活動を整理してみると、領域「環
境」の活動を契機にして、言葉で伝え合うと
いう領域「言葉」の活動へ展開し、そして領
域「表現」活動へ発展していくのである。こ
こからは、教育課程における科目の大くくり
化の方向性、つまり領域「環境」、領域「言葉」

及び領域「表現」という複合領域の指導法の
方向性が見られる。この複合領域の指導法に
おいては、幼児期に育みたい資質・能力の三
つの柱、つまり、これまでの経験を基に、自
然の変化に気付いたり、ウメ祭りに必要な材
料や道具を作ったりという「知識・技能の基
礎」、ウメの花からお祭りへの考えが広がる
という「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「お
うちの人をもてなしたい」という思いをみん
なで共有する「学びに向かう力、人間性等」
等の育ちが認められるとする。

Ⅴ　おわりに

　本研究では領域「環境」の「ねらい」及び
「内容」等について触れ、加えて領域「環境」
の指導法について探った。まず「ねらい」に
ついて見てみる。「ねらい」の（1）に「自然
と触れ合う中」、（3）に「物の性質や数量、文
字など」とあるが、これらの「ねらい」を達
成するに当たっては、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」の10の項目の⑥と⑦と⑧に
着目することが重要あるとした。それは、⑥
に「思考力の芽生え」、そして、⑦に「自然
との関わり・生命尊重」、更に⑧に「数量や
図形・標識や文字などへの関心・感覚」等の
内容が掲げられているからである。次いで、

「内容」であるが、（6）の内容「日常生活の中
で、我が国や地域社会における様々な文化や
伝統に親しむ。」が追加されたこと、加えて
従来の（7）の内容「身近な物や遊具に興味
をもってかかわり、考えたり、試したりして
工夫して遊ぶ。」が「身近な物や遊具に興味
をもって関わり、自分なりに比べたり、関連
付けたりしながら考えたり、試したりして工
夫して遊ぶ（8）。」に変更されたこと等につ
いて触れた。さらに、領域「環境」の内容を
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幼稚園教育において育みたい資質・能力との
関りより考察を加えた。領域「環境」の指導
法をめぐっては、まず指導法の基盤について
触れ、それを基に具体的な指導法について触
れた。前者の「各領域のねらい及び内容」に
ついては、四者の重要性を指摘し、一方後者
の「保育内容の指導法及び保育の構想」につ
いては、五者の重要性を指摘した。それを踏
まえて、題材「枯れ葉を使って遊ぼう。」題
材「色水を作って遊ぼう。」、題材「ウメの花
祭りを開きたい」等の題材のもとに指導案を
作成、考察を加えた。ここにおいては、重要
視されている資質・能力の評価を「援助」の
欄に掲げたり、教育課程における科目の大く
くり化を踏まえて、領域「環境」を中核に据
えて、複合領域の指導法について考察を加え
たりした。
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